
令和３年度第１回子ども・子育て会議 【書面開催】　

　議事

(1) 荒川区の保育の状況について

(2) 幼稚園等の通園状況について

(3) 放課後児童事業の実施状況について

(4) 荒川区子ども家庭総合センター（荒川区児童相談所）について

(5)その他

議事

1

《長谷川委員》
・西尾久地域と東尾久地域で待機児童が多くなっている理由
は、何でしょうか。

・就学前児童人口は減っているようですが、保育利用率は今
後も増加傾向が予想されますので、区民のニーズに応えてい
けるように整備をお願いします。

　

【保育課】
・この1年の就学前児童人口が、区内他地域では減少している
ものの、尾久地区のみ増加していることが、尾久地区で待機児
童が発生している要因と推測されます。なお、尾久地区の保育
需要については、令和5年の西尾久保育園の民営化の際に、保
育定員を拡大することで、解消を図ることとしております。

・保育利用率は引き続き増加傾向となっている一方、待機児童
数は減少傾向にあります。また、保育施設を利用している保育
利用児童数も令和３年度から減少傾向にあります。そのため、
今後、各地域の保育需要の動向を細かく注視し、保育施設の整
備や、既存の保育施設の定員拡大等を検討してまいります。

2

《増田委員》
・すでに保育園は充足していると考えられる。これ以上、区
民の税金を使って保育園を建てる必要はない。この点につい
てどう考えるか。

【保育課】
・ご指摘のとおり、荒川区内の待機児童は令和2年28人、令和3
年21人（いずれも4月1日現在）と着実に減少しており、区内の
半数以上の地域で待機児童は０となっています。今後の保育施
設の整備にあたっては、各地域の保育需要の動向を細かく注視
し、慎重に進めていく必要があると考えています。

【保育課】
・待機児童数の減少は、保育定員の拡大に加え、就学前児童人
口の減少によるものと考えております。また、不承諾希望者も
増加傾向にあり、コロナ禍における集団保育での感染リスクへ
の心配による育休延長等様々な要因によるものと推測しており
ます。令和4年度においては、前年度に育休を延長した方が一
定数入園申込することも推測されます。

・保育士の確保や定着等に向けて、区といたしましては、処遇
改善等加算や保育士等キャリアアップの交付など、保育士の処
遇改善策を進めております。また、保育施設に勤務する保育従
事職員用の宿舎を借り上げる事業者に対して、費用の一部を補
助する宿舎借上支援事業や区内私立認可保育園を対象とした保
育士就職面接会を実施とともに、保育士奨学金制度により保育
士を目指す方や採用後間もない保育士の方の経済的な支援を行
うなど、保育士の人材確保・定着・離職防止を図っておりま
す。今後も様々な観点から保育士確保策の充実を図ってまいり
ます。

【子育て支援課】
・私立幼稚園等につきましても、保育施設同様に宿舎借上支援
事業や奨学金制度により採用間もない幼稚園教諭の方の経済的
な支援を行い、幼稚園教諭の人材確保、定着、離職防止を図っ
ております。
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《磯野委員》
・資料1-1により、保育利用率が増加傾向にあることが理解
できます。それにより保育施設が新設されているという流れ
も理解できます。

・資料1-2の推移を見ますと、待機児童数は減少していま
す。令和3年は不承諾希望の数も随分多いように感じます。
待機児童数の減少が、新設された保育施設の利用によるもの
なのか、不承諾希望者が多いことによるものなのでしょう
か。不承諾希望ということは翌年の申請で申込が増えること
も見込まれますでしょうか。コロナ禍という先行き不安定な
状況での判断は難しいかと思いますが、お伺いできれば幸い
です。

・資料1-3の整備計画が計画されていることはこれまでの会
議で伺っております。コロナ禍の影響なのか、保育者を目指
す学生さんの数が減ったり、就職を見合わす、あるいは離職
という話も耳にします。
実際、保育園の先生方のご苦労は、感染症対策のことだけ
とっても、大切な労力だとお見受けします。
親の立場からすると、子どもの安心安全のため、大変有難く
ただただ感謝するばかりですが、委員としましては保育者の
仕事のご負担が増えることはなるべく少なくありますように
と願わずにはいられません。このような状況ですから、平常
時でも指摘されていた保育士不足は、さらに厳しいのではな
いかと推察します。保育の質を担保するためににも引き続き
保育者の確保のこと、よろしくお願いいたします。

議　事　要　録

《委員からの意見及び質問》 回　　答
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議事 《委員からの意見及び質問》 回　　答

4

《渡邉委員》
未来・将来を見据えての保育定員、保育状況であると思い感
謝します。
　感染予防にてやむを得ない状況かと思いますが、コロナ禍
の子どもたちへの育ちを保育現場で、大人がマスクを付けて
の保育や、行事など、遊び方活動にも制限があります。
　保育状況にも日々奥深く身が引き締まる思いです。宜しく
お願いします。

【保育課】
・保育園においては、保育士のマスク着用や人数制限や間隔を
空けて行事を実施するなど、感染拡大防止に十分配慮しなが
ら、保育運営を実施しています。一方で、ご指摘のとおり、子
どもたちへの成長を保障することも重要であると認識しており
ます。各保育施設や保健所等の関係部署と連携しながら、感染
拡大防止と子どもたちの成長の促進を図ってまいります。

5

《小西委員》
就学前人口9,968人・保育所定員6,420枠・とあり、さらに入
園申込数が3年継続して減少、さらに3年間待機時は減少して
います。新聞報道では2,025年を山に乳幼児人口減少傾向と
言われています。保育園運営者としては、乳幼児人口減少に
伴い、職員数の維持を考えなければと思います。職員数維持
には園児数の維持が必要です。ところが就学前人口減は、大
きな課題で有、一保育園だけで対策を考えるには限界があり
ます。一保育園が対応策を検討しそれを荒川区保育課と協議
し、新たな方法を模索し、「保育園の今後」を考えることを
課題として取り組んでいきたいと思います。

【保育課】
・ご指摘のとおり荒川区において、就学前人口は、平成29年度
以降減少傾向にあり、入園申込者数、待機児童数についても、
減少傾向に転じております。これに対し区といたしましては、
毎年各保育園と協議を行い、周辺地域の保育需要を踏まえ、実
施定員の調整を行っております。あわせて委員からいただいた
ご意見をふまえ、今後、各保育園と連携しながら、「保育園の
今後」について様々な検討を進めてまいりたいと考えておりま
す。

【保育課】
・ご指摘のとおり、保育者と教員が、子どもの育ちや学びの連
続性を踏まえ、小学校への滑らかな接続、連携を図ることは必
要と考えております。接続カリキュラムをベースとして、保育
園、学校は、例年２月に、「幼・保・小・中交流会」を開催
し、情報共有を行っています。

【指導室】
・東京都教育委員会からモデル地区の指定を受け、令和元年度
から５年間にわたって「幼小の一層の円滑な接続を図るための
教育課程（カリキュラム）」の研究開発を行っています。この
他、教員研修や教員同士が活動や授業を参観、意見交流をし合
う会を年に２回設定するなど、保育園・幼稚園・学校それぞれ
がより円滑な接続に取り組んでいきます。

【学務課】
・区立幼稚園における園児募集に際しては、ホームページ、区
報、SNS、子育て支援アプリ等あらゆる広報媒体を活用して園
児募集に取り組んでおります。引き続き、注力してまいりま
す。
・預かり教育については、現在、日暮里幼稚園においてモデル
実施しており、諸課題について対応を図っております。引き続
き、制度の運用について検討を重ねてまいります。

【子育て支援課】
・私立幼稚園と区立小学校との連携については、重要だと考え
ておりますので、教育委員会との連携のもと実施したいと考え
ます。私立幼稚園等の園児募集については、例年11月1日か
ら、各園募集の受付が行われております。区といたしまして
は、お問い合わせについては速やかに各園に繋ぐなど引き続き
情報提供に努めております。
・預かり保育については、区内の私立幼稚園全園で実施してお
り、その運営に対し区は補助しています。
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《増田委員》
・保育園・幼稚園の質の向上と小学校との接続を丁寧に考え
るべきと思う。接続カリキュラムがあるから良いということ
ではないと思っている。
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《横田委員》
・年々、幼稚園に通うお子さんが人口減少もあり減ってきて
いるのは理解していますが、やはり幼小連携は大切だと思い
ます。学校からの帰りに幼稚園の前を通って先生方や園児の
保護者に声をかけてもらい安心して社会の中で生活していけ
ることを感じて育っています。親も色々な方に子どもの様子
を通して関わっていけるので孤立することもなくありがたい
と感じています。特に小学校と隣接する幼稚園はなくならな
い様、園児獲得の広報活動に区のご協力を頂きたいと多くの
保護者から意見が出ています。

また、預かり保育（教育）を早期に多くの園で行って欲しい
と望んでいます。
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議事 《委員からの意見及び質問》 回　　答

【学務課】
・23区全体の傾向と同様に荒川区でも区立幼稚園の園児数は減
少傾向にありますが、現時点では、学級編制に必要な園児数を
満たしている状況となっております。

【子育て支援課】
・区内私立幼稚園の定員の空きについては、例年、若干の余裕
があると聞いております。
・保育園及び幼稚園のバランスについては、保育需要の動向を
注視し、そのニーズに応えられるよう努めてまいります。

1

《増田委員》
・学童の需要は増えているはずなのに、定員に満たない所が
あるのはなぜか？
・定員の変更も視野に入れるべきでは？

【児童青少年課】
・学童クラブの定員については、各地域の中長期的な学童需要
に対応できるよう、令和３年度から定員の見直しを行っている
ところです。今後も、必要に応じて、需要に合わせた定員の確
保に努めてまいります。

2

《横田委員》
・放課後子ども教室事業（にこにこすくーる）にこの４月か
らお世話になっています。
　子どもは大変楽しく通っており、コロナ禍で心配もありま
すが、土曜日にはお弁当も食べさせて頂き、安心して預けら
れる場所として大変ありがたい事業だと思っています。
　また、学童クラブのお友だちとも放課後に遊べる機会があ
り小学校への導入が上手くできました（特に友人関係）。た
だ、土曜日など長時間通うときには、宿題のできる環境も欲
しいと子どもが言っておりました（学童クラブのお友だちは
学習の時間もあるからいいな・・・とのことです）。

　また、高学年になると保護者はにこにこすくーるで遊んで
ほしい時も子どもは行きたがらないとよく聞きます。現在高
1の息子が小５の時ににこにこすくーるが汐入小で始まった
時も一度行って行かなくなりました。もちろん、1人で留守
番も外遊びもできる年頃ですが、友だち関係で大人の目の届
くところで遊んでほしい時もあるので、高学年向けにひと工
夫ある放課後子ども教室があるとうれしいのかなと思いまし
た。

【児童青少年課】

・放課後子ども教室（にこにこすくーる）は、児童の自主的な
参加のもと、放課後の居場所として提供しているもので、一律
の宿題の時間を設けているわけではありません。にこにこす
くーるの運営状況にもよりますが、読書や静的な遊びをする環
境や時間を設けている場合もございますので、そうした時間に
宿題をすることも可能です。

・にこにこすくーるでは、高学年向けのプログラムを設定した
り、高学年が低学年と交流できるような活動を取り入れる等し
て、工夫しております。今後も利用者のアンケートの内容等を
ふまえながら、高学年も楽しめるような工夫をしてまいりま
す。

3
《渡邉委員》
・放課後児童支援員認定資格研修が多く受けることが出来ま
すようにお願いします。

【児童青少年課】
・令和２年度は、東京都が実施している「放課後児童支援員認
定資格研修」の受講人数が新型コロナウイルス感染拡大の影響
により大幅に制限がありました。令和３年度の研修では、前年
度に受講を希望したにもかかわらず落選してしまった職員が優
先的に研修に参加できるよう、区から東京都に要望していると
ころでございます。

【子ども家庭総合センター】
・荒川区子ども家庭総合センターでは、令和２年７月から児童
相談所業務を開始いたしました。令和２年７月以降の相談受付
件数には、児童相談所としての件数が含まれているため、前年
度に比べ増加しております。そのため、コロナ禍において件数
が増加しているかは、判断が難しいところです。保育所、幼稚
園、学校等と連携し、地域の協力も得ながら、深刻な事態に至
らぬよう早い段階からの対応に努めています。

【子育て支援課】
・あらかわ子ども応援ネットワークに所属する中高年も含めた
区民で構成される地域のボランティア団体（子どもの居場所）
などが、不登校の子どもたちに寄り添い、食事の提供や学習支
援など支援をしています。ご意見にありましたようにこうした
活動を行う団体と連携し進めてまいります。

《木村委員》
・子ども家庭総合センター　相談内容別受付状況（令和2年
度3月分）の「被虐待児」数・「養育困難」事例数の増加が
懸念事項かと思いました。乳幼児期～青年期など子どもの年
齢層までは明示されていないので、これ以上の意見はお伝え
出来ないのですが発達段階に、あるいはより早期からコミュ
ニティ全体が関われるような予防的子育て支援を検討する必
要があるように感じました。荒川子ども応援ネットワークな
ど子育て経験のある中高年～シニア層を活用するなど検討の
余地があると思いました（財源確保が課題かと思います
が）。

・「不登校」児の支援はその後の「ひきこもり」予防のため
に上記同様に早期介入やコミュニティの支援者の連携が必要
となると思います。すでに先進的な取り組みに着手する準備
をしているコミュニティの既存の機関の活動をモニターし、
評価することが今後の活動に向けて鍵となる視点であるよう
に思います。

《寺内委員》

・保育園の利用者が増えているのに比べ、幼稚園の利用者が
減っているようだが、幼稚園はひどい定員割れ等はないの
か？

・保育園の数は今後も増えるようだが、幼稚園とのバランス
は気にしなくてもいいものなのか少し気になりました。
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議事 《委員からの意見及び質問》 回　　答

2

《長谷川委員》
・センター相談受付状況について、本年度の累計が前年度同
月までの累計よりかなり増えていることが気がかりです。コ
ロナ禍において虐待が増えているのではという点で、セン
ターとしてはどのような対応をされているのか知りたいで
す。

【子ども家庭総合センター】

（ ⑷ｰ1 【子ども家庭総合センター】と同じ）

コロナ禍における特別な対応策はありませんが、引き続き、保
健所、学校、警察等の関係機関と連携し、各種相談にきめ細か
く対応してまいります。

3

《増田委員》
・自閉症スペクトラムなどの発達障害の子が虐待を受けると
脳の機能変化が起こると言われている。学校における支援児
の状況把握とそれへの支援を行うべきと考える。具体的な方
向性や取り組みを教えていただきたい。

【教育センター】
・学校においては、一人ひとりの心身の状態や発達段階をス
クールカウンセラー等を活用しながら組織的に把握し、将来、
社会的に自立のできる心身ともに健康な児童生徒の育成を目指
し、臨床発達心理士等に行動観察を依頼し、その助言をもとに
その子にあった具体的な指導や必要な支援を行っています。ま
た、子ども家庭総合センターをはじめとする関係機関とも情報
共有しながら、虐待等の把握に努め、二次障がいへ繋がらない
ための支援方法等を指導してまいります。

4

《磯野委員》
・資料から様々な相談を受けていることが分かります。相談
を必要とする方々がいらして、その相談を受け止める場があ
るということはとても良いことだと思います。ただ、その中
でも虐待の件数が多いということが気になります。前年度同
月に比べて相談件数が増えているのは、センターが区民に広
まっているという見方ができるかも知れませんが、コロナ禍
の現状と見ることができるかもしれません。経路別児童受付
状況を見ても家族・親戚からの相談が増えているようです
し、このセンターが区民の相談窓口として誰もが気軽に相談
できる場であって頂きたいと思います。それにしましても、
やはり虐待の相談件数が増えていることが気に掛かります。
相談受付後の対応がどのように進められていくのか、お伺い
できれば幸いです。全ての子どもたちが虐待を受けることな
く生きていける社会を一人ひとりが考えていかなくてはいけ
ないのだなと改めて感じました。

【子ども家庭総合センター】

（ ⑷ｰ1 【子ども家庭総合センター】と同じ）

・施設名称を「児童相談所」としなかったことで、相談のハー
ドルが低くなっていると考えています。
・また、子ども家庭総合センターの職員が、子育て交流サロン
や子ども食堂等を訪問するなどのアウトリーチを実施している
ことも、早い段階での相談に結びついている一因です。

・虐待相談への対応については、保育所、幼稚園、学校等と連
携しながら、子どもや保護者と一緒に問題解決に向けて調整を
図っています。

※詳細は、別紙「相談の流れ（虐待対応の場合）」をご参照
ください。

5

《小島委員》
・保育園・幼稚園から小学校へ、小学校から中学校へ進学す
る際の学校と子ども家庭総合センターとの間での相談内容等
の具体的な引継ぎ方法はどのようになっていますか。

【教育センター】
・幼児、児童・生徒の進学にあたっては、学校や園間で十分な
引き継ぎを行うよう配慮しております。また、子ども家庭総合
センターと教育センターにおける月２回の情報共有会にて引継
ぎが円滑に進んでいるか確認しております。

6

《小西委員》
・虐待件数で地域別を見ると日暮里・町屋が10名を超えてい
ました。この数字から保育園で子どもの心情と保護者の環境
を把握し、虐待に繋がらない子育ての仕方を保護者と共に、
模索していくことが必要と痛感し、取組みを模索していく必
要性を感じています。

【保育課】
・児童虐待の発生を予防するための保護者との関わりとして、
子どもと保護者の両方を見守り、支える視点が重要と考えてお
ります。保護者が育児不安や孤立感を抱えている、子どもとの
関わり方がわからない等、保護者自身の困りごとや苦しさから
虐待につながることも少なくありません。子どもや保護者と日
常的に接する機会のある保育園等には、保護者との関係性が構
築されているからこそできる支援があると考えます。「子育て
困難な家庭を孤立させない」「体罰はダメ」と伝えるだけでな
く保護者の悩みや困りごとの解決方法を一緒に考えながらサ
ポートの手を広げていくとともに、子ども家庭総合センターと
の連携など、様々な立場で支援の輪を広げ、取組を進めてまい
ります。
・なお、虐待発生数の地域的な偏在は見られず、結果的に今年
度は日暮里・町屋が多くなっています。

⑸
そ
の
他

1

《寺内委員》
・今回の出産で初めて乳腺炎になってしまい、産後ケアのお
世話になりました。（３回乳腺炎になり、内２回訪問型のケ
アにお世話になりました）
　最初、出産した病院に電話しましたが、コロナの影響で熱
がある場合にはＰＣＲ検査を受け、陰性であることが判明し
てからでなければ受診もできないということでした。しか
し、産後ケアの方は電話した当日に家まで来てくださり、本
当に助かりました。ぜひ、利用者の声として多くの人に知っ
ていただけたらと思います。

【子育て支援課】
・産後ケア事業の実施機関については、コロナ感染予防対策を
徹底して行った上での事業継続をお願いしています。
・引き続き、事業についての周知を図っていきます。

⑷
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